
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 

 

 

  

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2024 年 1 月 27 日（土） 徳島大学大塚講堂（参加者：70 名） 

第 36 回 AWA DM.com 活動報告         
徳島県糖尿病協会 

第 36回の AWA DM.com は、これまで本会を笑顔で牽引してくれた石井佐

和子さんの訃報を受け、県外からも多くの仲間が集まってくれる得難い機会

となりました。黒田暁生先生から石井さんを偲ぶ思い出のスライドを披露頂

き、参加者皆で石井さんを思い黙祷を捧げました。いつも笑顔で AWA 

DM.com の代表世話人としてご活躍いただいた石井さん、今まで本当にあり

がとうございました。心からご冥福をお祈りいたします。  

【アンケート（62 名から回答をいただきました）】 

 

第 37 回 AWA DM.com は、 2024 年 4 月 20 日（土）予定 

ゲスト講演：本間太希さん 

 

【患者体験談】  
黒田暁生先生から、インスリンポンプの歴史、従来のポンプと新しいポンプの違いなどの説明があり、新しい

インスリンポンプの使用経験もお話しいただきました。まだ使用する人が少ない中、新しい治療法は多くの方々

に期待を与える内容でした。 

鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 遺伝子治療・再生医学分野の松田恵理子さんから

「1 型糖尿病が教えてくれること」と題して、ご講演いただきました。 

年代 徳島県は 41 人、他は県外（大阪、兵庫、京都、茨城、神奈川、 

千葉、香川、愛媛、高知等）からご参加いただきました。 

・いろんな方との交流で、お話できる人ができたらいいなあ 

と思いました。 

・初回参加なので来るまでが不安でした。発病して 5 カ月目 

なのでまだまだ不安だらけで主人と共に参加させて頂きました。 

・780G のお話しや、体験談のお話しとても良かった。忘れかけ 

ていたことを改めて思い出しました。 

グループディスカッションは、9 グループで構成し、 

1 時間にわたってのフリートークでした。 

【グループディスカッション】  

【ゲスト講演】  

松田さんが歩まれたこれまでの 1 型糖尿病の個人史を、発症からその受け入れ、またスティ 

グマを経験しても弱さを乗り越え、鹿児島でのヤング患者会の立 

ち上げ、管理栄養士として個々人の生活に合わせた食事療法を考 

える活動まで話していただきました。「弱さを知って、強さを知る」 

ことをモットーに、自分の強みが 1 型糖尿病であることと言えるま 

でになれた道のりは大いに共感できる内容でした。さらに、今残 

る課題であるスティグマを乗り越えるためには 1 型糖尿病の根治治療の確立が必要であると考え、膵 β 細胞の再

生医療研究に方向転換された人生は、誰にも真似できない道を切り拓く力強さを感じました。 

参加形態 


